
Ⅰ はじめに

アメリカの独立革命期においてイギリスの北米植

民地に誕生したアメリカ哲学協会（The American

Philosophical Society: 以降は略称 APS と示す）

は，ベンジャミン・フランクリン（Benjamin Franklin）

が1743年に提案し（“A Proposal for Promoting

Useful Knowledge”「アメリカにおけるイギリス植

民地のあいだに有用な知識を増進せしめるための提

案, BF2 378-383），組織した知識人たちのサーク

ルを原点としている。この組織はかつて存在した過

去の組織ではなく，現存するアメリカ最古の学術組

織でもある。

先に APS が独立革命期に「誕生した」と述べた

ことは，少し語弊があるかもしれない。正確には，

「再生した」あるいは「復活した」というべきであ

ろう。というのは，フランクリンが1743年に提案

し1744年に実際に組織したにもかかわらず，APS

は協会としての機能を果たさないまま活動を停止し

てしまったのである。フランクリンは APS 設立に

関して当初から様々な相談に乗ってもらっていた植

物学者のキャドワラダー・コールデン（Cadwallader

Colden）に宛てた手紙の中で，当時の APS 会員た

ちが “very idle Gentlemen” であり，骨折り仕事

をしたがらないと不満を述べている（BF3 36）。

加えて，フランクリンがコールデンに約束していた

協会の定期刊行物も結局発行されることはなかった

（BF3 92）。この事実は APS や APS の会員たちは，

残念ながらこの時期にはまだフランクリンが強く望

み，また憧れていた大西洋の向こう側にすでに存在

していた学術協会のような能力や素地を持ち合わせ

ていなかったことを暗示していると言えよう。

本論は，独立革命期に復活した APS 再生の足取

りについて時間を追って詳細に示すことであり，ま

た APS 再生を主導した人物や APS が植民地にしっ

かりと根付くきっかけとなった出来事などを明らか

にしながら，独立革命期における APS 復活につい

て読み直すものである。

Ⅱ 最初の知的サークル：Junto

フランクリンが APS 設立当初に会員たちについ

て不満を漏らしたことは先述したとおりであるが，

フランクリンは彼らの怠惰な様子を批判する際に

Junto の会員たちと比較している。Junto とは，フ

ランクリンが1727年に設立したサークルのような

ものであり，その目的は会員たちの相互の向上と，

地元フィラデルフィアの公共の利益のためのもので

あった。フランクリンは『自伝』（Autobiography）

のなかで Junto について次のように説明している。

We met on Friday Evenings. The Rules I drew

up requir’d that every Member in his Turn

should produce one or more Queries on any

Point of Morals, Politics or Natural Philosophy,

to be discuss'd by the Company, and once in

three Months produce and read an Essay of

his own Writing on any Subject he pleased.

（FW 1361）
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Juntoは印刷屋であるフランクリンをはじめとし

て靴屋，測量士，指物師などの職人たちから成るわ

ずか11名のサークルとしてスタートしている。確

かにJuntoの会員たちは，APS会員たちとは異な

り，フランクリン同様若く野心に満ちた社会の中間

層の人間たちだった。JuntoもAPSと同じように

その活動はしだいに不活発なものになっていくが，

Juntoの場合は，APSとは異なり会員の怠惰によ

るものではなく，一定の役割を果たしたことによる

ものではないかと考えられる。少なくとも中心メン

バーであるフランクリンはそのように判断していた

のではないだろうか。つまりJuntoは設立目的で

ある地元フィラデルフィアの公共の利益につながる

ことを着実に実行していたのである。最も有名なも

のはフィラデルフィア図書館の設立である。フラン

クリンはこの図書館を ・heMotherofalltheN

AmericanSubscriptionLibrariesnowsonumer-

ous・（FW 1372）と呼び，次のように誇らしげに

この図書館の効果について語っている。

TheseLibrarieshaveimprov'dthegeneral

ConversationoftheAmericans,madethecom-

monTradesmenandFarmersasintelligentas

mostGentlemenfrom otherCountries,and

perhapshavecontributedinsomedegreeto

theStandsogenerallymadethroughoutthe

ColoniesinDefenceoftheirPrivileges.（FW

1372）

その他Juntoが関わった公共事業として，市の

夜警，ユニオン消防組合などを挙げることができる。

市の夜警については，当時夜警のための費用はすべ

ての家庭に均等に割り当てられていたものを財産の

多寡に従って徴収し，また適当な人物を常雇いにす

べきであるとフランクリンが提案し，その後採用さ

れている（FW 1404-1405）。ユニオン消防組合に

ついては，フランクリンは次のように説明している。

Our Articles ofAgreementoblig'd every

MembertokeepalwaysingoodOrderandfit

forUse,acertainNumberofLeatherBuckets,

withstrongBagsandBaskets（forpacking

andtransportingofGoods）whichweretobe

broughttoeveryFire;andweagreedtomeet

onceaMonthandspendasocialEveningto-

gether,in discoursing and communicating

suchIdeasasoccur・dtousupontheSubjectof

FiresasmightbeusefulinourConducton

suchOccasions.（FW 1405）

このようにフランクリンは自身が思いついたアイ

デアについてまずJuntoにおいて発表し，会員た

ちに意見を求め，その後実行に移し，結果フィラデ

ルフィアの公共の利益につながるということが成さ

れてきた。フランクリンの関心がフィラデルフィア

にとどまらなくなり，また同時に世間の関心がフラ

ンクリンに向き，フランクリンが注目を浴びるに従っ

て，皮肉にもJuntoの活動は輝きを失っていく。

そして1750年に同じ名前で新しい組織が誕生す

る。ここではフランクリンが立ち上げた組織と区別

するためにnewJuntoと呼ぶこととする。1762年

にはnewJuntoの活動は停滞するが，1766年にチャー

ルズ・トムソン（CharlesThomson），エドマンド・

フィジック（EdmundPhysick），アイザック・パ

シャール（IssacPashall）らが中心となりnewJunto

は復活を果たし，徐々に組織は変貌を遂げる。176

8年にnewJuntoはTheAmericanSocietyheld

atPhiladelphiaforpromotingUsefulKnowledge

（以降は略称ASと示す）と名前を変え，組織の拡

大を目指していた。ASは同年2月19日にフランク

リンを会員に選び，11月4日には会長職に任命し

ている（Korty48）。トムソンは，同年11月6日

付でフランクリンに手紙を送っており，フランクリ

ンを会長職に任命したことと発展しつつある協会の

現状について次のように報告している。

YouremembertheSocietytowhichIbe-

longed,whichwasbegunintheYear1750.By

thedeathandremovalofsomeoftheMembers

itdwindledforsometimetothatdegreethat

Iwasapprehensiveofitsdissolution.From

someConversationIhadwithyousomefew

ofusexertedourselvestoreviveitagain.New

MemberswereelectedandourMeetingsbe-

camemoreregular.Asourviewswereen-

largedwithourYears,webecamedesirousof

alteringandenlargingtheplanofourSociety

andifpossible,ofrenderingitusefultothe
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publick.Forthisendtheenclosedproposals

weredrawnup,andlaidbeforetheSociety,

whoapprovedthesameandorderedthem to

bepublishedandimmediatelyproceededto

draw upsomeRulesforcarryingthesame

intoExecution.Atfirstwemetwithsome

discouragementsandexperiencedsomediffi-

cultieswhichbyperseveranceareatlastina

greatmeasureovercome,andIhavenowthe

pleasuretoinform youwehavebroughtthe

Societytosomedegreeofperfection.Wehave

establishedaCorrespondenceinmostofthe

ColoniesontheContinentandinsomeofthe

IslandsandhaveformedaSetofRulesorlaws

forourgovernmentwhichIshalltransmitto

youbythenextopportunity.Wedidourselves

thehonourearlytoelectyouaMemberand

requestedthefavourofyourSonandDoctr.

Evanstoinformyou.（BF15261-262）

上記から，newJuntoを再び活性化させようと

したきっかけがフランクリンとの会話であり，彼か

らの強い後押しがあったことが推察される。植民地

においてなかなか根付くことのなかった学術協会の

存続は，フランクリンにとっての長年の懸案事項で

あったのではないだろうか。トムソンの手紙には，

かつてフランクリンがAPSを設立した当時と同じ

ような思いや熱意が溢れている。トムソンは，次の

ような言葉でこの手紙を締めくくっている。

WeareyetinaninfantStateanddarenot

promiseanygreatMatters;howeverthedis-

coveriesalreadymadeandcommunicatedto

ussomeofwhichwehavelaidbeforethepub-

licencourageustohopethatourundertaking

willnotbeinvain.（BF15262）

植民地はいまだ未熟な状態であり，協会の意義や

存続も相変わらず危ういものであるが，トムソンに

はかつてAPSを諦めてしまったフランクリン以上

に，フィラデルフィアに学術協会を根付かせるとい

う意気込みと，今こそ絶対に成し遂げなければなら

ないという強い責任感に満ち溢れている。だからこ

そフランクリンはトムソンの依頼である，会長職の

任に就くことを拒まなかったのではないだろうか。

それこそがフランクリンができる唯一の支援だった

からである。学術協会存続というトムソンの願いは，

フランクリンの願いに置き換えることができるので

はないだろうか。

トムソンは ASの会議において ・Proposalsfor

enlargingthisSociety,inorderthatitmaythe

betteranswertheendforwhichitwasinsti-

tuted,namelythepromotingandpropagating

usefulknowledge・という文書を読み上げている。

この提案の中でトムソンは，協会は我々市民の利益

にのみ限定すべきではなく，世界の啓蒙を目的にす

べきであり，フランクリンがしたような科学的発見

により外国からの名声を獲得すべきであると述べ，

我が国の興味関心を促進するだけでなく，我が国を

洗練した博学な国家ランキングの上位に押し上げる

ために協会をさらに大きなものにすること，知識あ

る人を集めることを提案している（DuPonceau

34-35）。この提案は会議で承認され，トムソンの

計画は実行に移されることになる。NewJuntoが

TheAmericanSocietyに名前を変え，活動を活発

にし始めたころ，フィラデルフィアにあるもうひと

つの学術組織が同じように復活を遂げる。もうひと

つの組織とは，APSである。

Ⅲ アメリカ最古の学術組織：TheAmerican

PhilosophicalSociety

1743年に9名でスタートしたAPSはその後の休

会期を経て，1767年にAPSのオリジナルメンバー

であり，植民地最初の病院であるフィラデルフィア

病院の創設者で，医師のトマス・ボンド（Thomas

Bond）を中心に活動を再開している。1767年に

APSが再開したことは，この年の11月に4名（う

ち1名は辞退している）の新会員が選ばれた事が

議事録に記載されていることから判断することが可

能であるが，本格的に再開したのはAS同様1768

年であると考えられる（PAPS3,PAPS7）。

1768年1月19日にこの年初めてのAPSの会議が

開催された。ボンドを含め9名の会員が参加し，

天文学者であり，後のAPS会長であるデイビッド・

リッテンハウス（DavidRittenhouse）他15名が新

会員として選ばれている（PAPS7）。その後も月1，

2回ほど定期的に開催される会議において続々と新

会員が選出され，協会の規模は徐々に拡大していく。

TheAmericanPhilosophicalSociety再生の歴史と初の科学的プロジェクト
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そして1768年2月2日の会議において，次のよ

うな文書が披露され，フィラデルフィアにあるもう

ひとつの協会であるASから組織の統合について初

めて打診があったことが分かる。

ASocietyhavingsubsistedforsometimein

thisCityunderthenameoftheAmerican

SocietyheldatPhiladelphiaforpromoting

and propagating usefulKnowledge,whose

Viewshavebeennearlythesamewiththose

whicharepublishedoftheAmericanPhiloso-

phicalSociety,anditbeingjudgedthatthe

Endsproposedbybothcouldbecarriedon

withmoreadvantagetothePublicifanUnion

couldtakePlacebetweenthem,itisproposed

thatsuchUnionmaytakeplace__（PAPS8）

文書にはAS設立の立役者であるトムソン他18

名とリッテンハウスを含む4名の通信会員たちの

名簿が添えられていた。この会議の議事録の中では

この名簿にあげられた人物たちについては，これま

でのAPSの会員たちと同じように選挙によって選

出され，紹介されると記されている。またリッテン

ハウスのようにすでにAPS会員になっている人物

もおり，彼について選挙は不要であることが述べら

れている（PAPS9）。このことから，APSはこれ

までの自分たちのやり方でAS会員たちを仲間に迎

えようとしていたことは明らかである。しかしなが

らAS側にしてみれば，選挙によってAPS会員と

して認められることは到底「統合」と呼ぶことはで

きなかったはずである。5日後の2月9日の会議の

議事録から，ASはAPSの動向を把握するため，

また相手の身勝手な行為を阻止するために，組織の

会議議事録をお互いに交換することを要請していた

ことが分かる（PAPS10）。

1768年11月15日のAPSの会議では，ASとの統

合に向けて，さらに踏み込んだ話し合いが行われて

いる。議事録には，ASの会員たちのあいだには

APSと統合したいという思いがあり，APSとして

はこの件について検討することとし，統合を進める

ためにボンド他5名を担当として任命したことが

明らかにされている（PAPS20）。そしてわずか５

日後の会議では，統合が決まったことが記されてい

る。統合に関する報告書とそのなかの9つの項目

と第4項目の追加や第5，第8項目の修正に関して

双方で合意が得られたことが明らかにされている。

二つの協会の展望や目的が同じであることから，統

合が公共の利益につながると判断されると記され，

そして統合後の協会の名称はAPSとすることが決

定されている。第2項目以降は，協会の組織体制

について，例えば会長は1名，副会長は3名，パ

トロンは1名など，またそれらを投票で選出するこ

と，パトロンは総督に依頼すること，新しく規則を

作成することなどが記されている（PAPS21-22）。

先述の報告書の第3項目に記されていた通り，

翌年の1769年1月2日に統合後最初の会議が開催

され，89名の会員が出席した。この会議の目的は，

協会の役員を選出するための投票を行うことであっ

た。会長にフランクリン，副会長にはボンド他2名，

会計係にはフランクリンが創設したJuntoでも活

躍したフィリップ・シング（PhilipSyng），幹事に

はトムソン他3名，理事には医師のジョン・モー

ガン（JohnMorgan）他2名，パトロンにはペンシ

ルヴァニア総督に依頼することなどが決められた

（PAPS23-24）。会長にフランクリンが選出された

ことは当時の会員状況を考慮すると，異例であった

と言えよう。統合当時の旧APS，旧ASそれぞれ

の会員数は，旧APSが92名の居住者会員と36名の

通信会員，旧ASは72名の居住者会員と67名の通

信会員であった（DuPonceau47）。旧APSのほ

うが居住者会員は多く，旧APS会長であったジェー

ムズ・ハミルトン（JamesHamilton）に会長選挙

は優位に働くと当初思われていたが，結果は会議に

は出席していなかった旧AS会長のフランクリンが

勝利したのである。この選挙結果は，当時のフラン

クリンのヨーロッパにおける活躍や絶対的な知名度

に大きく起因していたと考えられる。またAPSが

ヨーロッパの国々にある各学術協会と対等な学術協

会としての活動を本気で望んでいたとすれば，フラ

ンクリンの存在は不可欠であったはずである。旧

AS，旧APSの中心的役割をしていたトムソンや

ボンドは，それぞれの組織の活性化にあたってフラ

ンクリンに相談しており，彼らの考え方はまさにフ

ランクリンに通じるものであったといえよう。APS

の再生はフランクリン抜きでは，あり得なかったの

である。こうしてAPSはフランクリンを代表とし

て，今日まで続く学術協会として復活を果たしてい

る。
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Ⅳ 最初の共同研究：金星の太陽面通過の観測

二つの学術協会の統合話が進んでいたのと時を同

じくして，一つの学術的ビッグプロジェクトと呼べ

るものが進行していた。それは，1769年に起こっ

た「金星の太陽面通過の観測」である。組織の統合

前である1768年4月19日の旧APS会員11名が集

まる会議において，ジョン・エウィング（John

Ewing）は次のように観測への参加を提案してい

る。

Gentlemen.After having gone thro the

Calculation&ProjectionofthenextTransitof

VenusovertheSun,onthe3ofJune1769,I

findthattheBeginningandagreatPartofit

willbevisibleatPhiladelphia,iftheweather

shouldbefavorable.Asmuchdependsonthis

importantPhenomenon&asAstronomymay

bebroughttomuchgreaterPerfectionthanit

hasyetarrivedatbyamultiplicityofaccurate

observationsmadeofthisTransitindifferent

partsoftheWorld& comparedtogether;I

wouldherebyproposetothisSocietythatef-

fectualProvisionbemadefortakingthesaid

observationsinthisCity.Thisisthemorenec-

essaryassuchanotherOpportunitywillnot

bepresentedformorethanaCenturytocome.

（PAPS13-14）

彼の行った説明により，この観測は世界各地で行

われるものであり，「この重要な現象には多くのも

のがかかっている」ことを旧APS会員たちは理解

したのである。エウィングの提案は，翌月18日に

開催されたリッテンハウス（旧AS会員兼任）を交

えた会議でも言及され，6月21日の会議ではペンシ

ルヴァニア大学（UniversityofPennsylvania）の

初代学長だったウィリアム・スミス（William

Smith）もまた金星の太陽面通過の観測プロジェク

トを提案し，早くも金星の進路予測や金星が太陽の

表面に入る時間と位置が計算された（PAPS15-16）。

こうして観測のために必要な準備が進められること

になる。スミス，リッテンハウス，公有地測量監督

ジョン・ルーケンス（JohnLukens，旧AS会員兼

任），ジョン・ディキンソン（JohnDickinson，旧

AS会員兼任）はノーリントン（Norrington）での

観測準備を任命され，エウィング，医師であり科学

者のヒュー・ウィリアムソン（HughWilliamson），

ジョゼフ・シッペン（JosephShippen），トマス・

プライアー（ThomasPrior）はフィラデルフィアで

の観測準備を任命された（PAPS15-16）。9月20

日の会議では，ジェイムズ・ディキンソン（James

Dickinson）がジェームズ湾での金星の太陽面通過

の観測を提案している（PAPS18）。

二つの組織の統合後である2月7日の会議では，

州議会への陳情のための文書が披露されている。陳

情書は，二つの組織が統合したことで事情も変わっ

ているため，金星の太陽面通過に関わる費用の支援

を改めて求めるものであった。APSは州議会に対

し，この観測が重要な現象であり，観測の価値がい

かにあるかということとヨーロッパ各国もこの事象

の観測に尽力していることを伝えている。同日の会

議では，金星観測の委員会が組織され，先に挙げた

人物の他に，オーウェン・ビドル（OwenBiddle，旧

AS会員）やジェームズ・ピアソン（JamesPearson，

旧AS会員）らが選ばれている（PAPS30-31）。

5月19日の会議では，金星観測委員会としてビド

ルが三つの観測地点で観測をする計画を発表してい

る。フィラデルフィアでは，エウィング他3名，

ノーリントンではリッテンハウス他3名，ビドル

がケープ・ヘンロペンで観測することが報告されて

いる（PAPS37-38）。観測道具が十分ではないな

か，リッテンハウスは自ら望遠鏡を作り，いよいよ

観測が実施される運びとなった。

観測結果については，6月16日の会議においてビ

ドルがケープ・ヘンロペンでの観測記録を協会に提

出している（PAPS39-41）。また7月20日の会議

では，スミスがノーリントンでの観測記録を提出し

ている（PAPS42-43）。フィラデルフィアの観測

記録については，協会に提出される以前にAPS支

援者であったトマス・ペン（ThomasPenn）が入

手していた。APSによって行われた観測の記録は，

フランクリンやペンを通じてイギリスの王立協会

（RoyalSociety）に報告され，王立協会の学術雑誌

である PhilosophicalTransactions59号（1769年

発行）に掲載され，ヨーロッパ諸国に発表されてい

る。そして，APSでも金星の太陽面通過の観測記

録を巻頭においた TransactionsoftheAmerican

PhilosophicalSociety（1771年発行）が満を持し

て発行される。後にジョイス・チャプリン（Joyce
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Chaplin）はこの Transactions第 1号について

・brilliantfirstvolume・（Chaplin313）と称して

いる。

Ⅴ まとめ

APSが学術協会として機能し，そして国際的に

も認められるようになったきかっけは，二つの組織

の統合後，初めて行われた学術的プログラムである

「金星の太陽面通過の観測」であった。このことに

ついて1791年にAPS会員となり，後に会長となっ

たヂュ・パンソウ（PeterStephenDuPonceau）

は，Transactions第1号はアメリカ，ヨーロッパ

両方で信用と名声を勝ち取ったと評しており（Du

Ponceau41），現在のAPSのHPにおいても協会

の国際的名誉に大きく貢献したのは1760年代の天

文観測への参加だったと記されている。また他の研

究者たちもAPSの成功は，金星の通過観測とそれ

らについて報告したTransactions第1号によって

獲得した国際的な名誉に大いに起因していると述べ

ている注1）。

このようにフランクリンが1720年代，40年代に

提案し，組織したJuntoとAPSはそれぞれ紆余曲

折を経て独立革命期に統合し，新生APSとなり，

かつてフランクリンが思い描いていたような学術組

織としてようやく機能しはじめたことが分かる。も

ちろんAPSがヨーロッパ諸国の信用を勝ち得るこ

とになった要因は，金星の観測記録の発表によるも

のだけではなく，すでにヨーロッパ諸国で著名であっ

たフランクリンがAPSの会長を務めていたことや

彼のネットワークを利用してヨーロッパの学術組織

や知識人に効率よくTransactions第1号を配布で

きたことも大きいと考えられる。

そしてベル・ジュニアが指摘しているように金星

の観測記録は，ペンシルヴァニア人に誇りを持たせ

るものであり（BellJr.,・ASOthersSawUS・269），

このことは数年後の植民地独立の布石とも考えるこ

とができるのはないだろうか。APSという学術組

織に体現される植民地の学術的なヨーロッパからの

独立，あるいは知的独立は，当時APSに所属して

いた多くの知識人たち，とりわけジョージ・ワシン

トン（GeorgeWashington），ジョン・アダムス

（JohnAdams），トマス・ジェファーソン（Thomas

Jefferson）など，その後の植民地独立に関する命

運を握る人物たちの政治的思想にも大きな影響を及

ぼしているように思われるのである。

注

1Bell,Jr.,・TheScientificEnvironmentofPhila-

delphia・7,・AstronomicalObservatoriesofthe

AmericanPhilosophicalSociety・7,・AsOthers

SawUs・269,Mitchell14.
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